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緒方幡典

一昨年メキシコで，国際生物物理学会が催されたとき，ポスターセッション会場で，珍らしいサ

ンプノレに出会いました。それは小さな試験管に納められた，ひからびた皮の切端であります。出題

者は見てそれとわJるユダヤ人で，そ乙に集る人の目も，乙の人の顔とサンプルを交互に見詰めてい
ました。乙の小片は羊皮紙，死海文書の巻物の一部で，その物理的，化学的分析結果を，ポスター

は示していました。

内容は，約二千年を経過したζ の皮の化学構造が，新しい皮のそれと どう異なるか，調べたもの

でした。皮は時とともに変化するが変化には大別して2通りあり，一方は朽ち果ててしまうが，他

方は乙の巻物に見られる ように，長期間保存に耐える構造になる，という結論に到ったようでした。

死海文畜の巻物は， 1947年ベ ドウィンの羊飼の青年により ，偶然発見されました。よく知られて

いるように，彼は群からはぐれた I頭の山羊を探がすために，断崖の洞窟iと石を投げました。そ乙

にあった壷の ζ われる音を聞いて，彼は洞窟に入り，壷の中に納められた巻物を見出しました。

漢字の源流もふと した乙とで発見されています。 1897年，中国河南省北部にある小屯村で 王愁

栄が虐病（7 ラリヤ？）にかかり，病気を治すために漢方薬の竜骨を求めました。古代金石学に通

じていた彼は，乙の骨の表面にひっかき傷を認め，文字が喜一かれていると推定しました。王は，食

客と して世話をしていた劉鉄雲と共に，数干の竜骨を集めましたが， 義和国事件に係わりをもって

いたため，自殺してしまいました。遺品を受けた劉は ，骨に書かれた文字を整理して， 1903年「鉄

雲蔵亀」 6巻を刊行しました。これが世にいう甲骨文であって，紀元前1400年頃殿の時代，獣骨や

亀甲』ζ書かれたものであります。

骨の場合も皮と同様，中に含まれている蛋白質コラーゲンの保存が良ければ，記録を数千年にわ

たって残す材質となるでありまし ょう。人類が乙れまで記録を残すために用いた材料は，骨，皮の

ほか，石，粘土の無機物，木，竹，さらに紙のような有機物があります。

紙は草木の繊維を素材，すなわち化学的に安定な構造をもっセ jレローズを主成分としているので，

長期間保存に耐えます。日本でも干年以上経た紙で，虫にも喰われずに残っているものがあります。

正倉院宝物の中，聖武天皇や光明皇后のお書きになったお写経で，紙は天平写経用紙と言われます。

現在，薬師寺で始められた金堂復興勧進のための百万巻写経には，越前の紙漉師，岩野氏の手によ

るもので，天平用紙と同質の紙が使用されています。

今日 ，記録一情報という方が良いかも知れませんー は尾大な量にのぼっています。特に自然

科学系の研究では，情報を最少限のスぺ スに納め，その中から必要な情報を，迅速且つ正確に漏

れなく選び出す乙とが求められています。テープ，ディスク等の材料，コンピューター，電話等の



使用方法が急速に改良されてきました。

と乙ろで情報の保存は，今後どのようになって行くでしょうか。紙のように数千年保存が可能な

材料が求められましょう。記録には材質だけでなく，紙と墨のように表面に塗るとと，或いは物

理的に石に刻み込む乙とが必要であります。現在よく使用されるような舷気的に記録したものは，

果してどのくらい消えずに残るものでしょうか。

乙のような種々の改良が試みられたとしても，まだしばらく記録は紙に文字で印刷され，本とし

て図書館に保存される形を収ると思われます。小々重くても，検索に時間がかかっても，図書館の

一偶で，本を取り上げ頁をめくり，目で文字を追う ζ とになります。

図喜館には，本の保存と，それらを利用する者のために，色々の試みがなされていますっ蔵書を

殖やし，一冊の本が一人でも多くの人に使用されるために集中管理制を取り，集密書架，複写機等

の設備を充実し，換気採光等の環境を整備するの乙れらの事がどの図書館でも工夫されていますっ

十数年前カリホノレニア工科大学に席を置きました。学生数600人z 院生 600人程の小さな大学で

したが，研究者600人，内教官200人，その中に現役のノーベノレ賞受賞者が4～5名という，教育

研究共に充実した大学でした。

図書館は，乙乙で最初にノ ーベノレ賞を受けた物理学者ミリカンの名で呼ばれ，狭いキャンパスの

ほほ中央に位置しています。約20年前に図書の集中管理制を採り ，30万冊の書物を 8階ある建物の

各階に，部門に応じて分類してあります。中央のエレベーターを出ると左手事務コ ーナーに係員 I

名，右手に新刊雑誌コーナー，両脇iζ製本された院生卒業論文と専門の単行本，後方に学術雑誌，

側面の窓の下には落着いた読書用の机がー列並んでいます。開館は朝 8時，閉館は夜中 2時，夕方

6時以後は，一階の係員 1名で事務を処理していました。自然科学の研究者にとって，その配慮は

誠に能率的に思えます。

乙の秋より，宇部小串キャンノマスに，医学部，医療短期大学部の新しい図書館が新設されます。

幾つかの新しい試みが，組込まれる乙とになります。長い間不足の中で過して来た教官や学生にと

って，待ち望んでいた春が，やっと来た思いがします。 （医療技術短期大学部 教授）

外国雑誌の値上りと図書館の対応

安田浩規

近年，外国学術雑誌の値上りが著しく，わが国の大学図書館，とりわけ自然科学系の学部を持つ

凶書館にとって大きな悩みとなっています。

E学部分館で現在購読中の外闘雑誌405種のうち，主要な 250種について過去8年間（1976～83

年）の原価の値上り状況を調査してみました。その結果を外貨（$＝米ドノレ， £＝英ポ ンド z DM  

＝ドイツ ・マノレク J DGL＝オランダ ・ギノレダー）毎に1976年を 100として指数でグラフに示した

ものが別図です。乙れによると， 1970年代末にギノレダーが， 80年代に入るとポンド， ドノレ建雑誌の

上昇が著しい乙とが判ります。まだ，過去8年間でオランダ発行の雑誌の原価が平均で 3.4倍に値

上りしたのを筆頭に，以下夫々平均でイギリス 2.8倍，アメリカ 2.7倍， ドイツ 1.6倍となってい

る乙とが判りました。乙れは調査前の私たちの予測を超えたものでした。乙の値上りは，数年つづ

いた欧米諸国のインフレ傾向が主要な原因であると思われますが，さらに誌代の値上りとコピ一時

代の到来による各雑誌の購読者数（発行数）の減少も一種の悪循環となって拍車をかけているとい

われています。一方，わが国では昨今の行革 ・歳出抑制政策で研究費や図書館資料費予算は，横ば

いから漸滅状況にあり，研究 ・教育の水準を維持する ζ とすら危倶されており，図書館としても何

らかの対応を迫られている実情にあります。

外画雑誌値上りへの対応の第 I段階は，現在購入中の雑誌を見直 し，本当に必要なものであるか

どうかをていねいに再検討することからはじまります。さらに重複購入をさけ，すべての雑誌を l

カ所（図書館）に集め，学内での共同利用・相互利用を推進する必要があります。工学部分館では，

昨年長時間かけて各学科聞の連絡調整をはかりながら購入中の雑誌 l点 l点について 「見直し」を
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おとないました。まず，理工系図書館として備付すべき基本的な雑誌 （コア・ジャーナノレ）を中心

に，利用頻度の高いものを加え287タイトル（外国誌235，園内誌52）を選び，学部から拠出され

る共通資料費（定期刊行物購入賞）で購入する乙とにしました。乙れに各講座の研究費や学生図書

費等の予算で購入する雑誌を加え，計 643タイ トル（外国 405，国内238）を購入中であり，すべ

て分館に集中排架しています。この 「見直し」の結果，それまで慢然と？購読を続けていた利用度

の低い雑誌や重複購入していたいくつかの雑誌を整理する乙とができ，かわりに必要ないくつかの

新しい雑誌の購読も始めました。

しかし，今後もさらに雑誌価格の上昇と予算抑制政策が続くならば， 雑誌の 「再見直し」 「再々

見直し」だけでは早晩対応出来ない状態になると思われます。

図書館での購入雑誌点数の削減が余儀なくされる一方で，近年の科学技術の急速な進展につれ，

情報科学や生命科学をはじめとし新しく細分化された専門分野の雑誌が続々と創刊されています。

その数は，商業ベースに乗る主要な国際的学術雑誌、だけでも年間450～500タイト Jレに上るといわ

れています。もはや各個図書館， l大学の努力だけでは十分な対応は不可能になりつつあるといえ

ましょう。

乙乙数年来 E 図書館聞の相互協力問題が大きな関心事となり，文献複写や相互貸借をはじめさま

ざまな実践がすすめられていますが，現在のと乙ろその中心は資料の「利用」の側面に偏っている

といわざるを得ません。今後，早急に資料の「収集」 についての協力体制を確立する必要があると

恩われます。

また，各個図書館では索引誌，抄録誌等の上質な二次資料の整備に重点的に取組むよう収書政策

の方向転換をはかるのも一つの方法ではないかと思います。さらにオンライン情報検索システムを

導入し，各種のデータベースを利用した文献検索サービスをお乙なうよう一歩踏み出す「勇気」も

必要となるでしょう。 （工学部分館 整理係長）
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〈お知らせ〉

閲覧室・事務室の移転等について

本館では改修工事が終って，9月から閲覧室と事務室の配置や室内の模様が次のように変りまし

た。

・閲覧カウンター

玄関ホー jレの奥に移りました。研究室貸出しはカウンタ ーにつづく閲覧係の事務室で行って

います。

・参考カウンター

閲覧カウンターにつづいて参考カウンターがあります。文献複写その他参考業務を行ってい

ます。

・開架閲覧室

改修前と同じ室ですが書架の配置は変りました。増築後は現在の開架閲覧室のつづきに I室

増えます。

・雑誌閲覧室

改修前は 2階西側でしたがζ の度 l階に移りました。排架されている雑誌は，購入の和雑誌

と共同利用の洋雑誌です。新聞の縮刷版も乙乙にあります。増築後は増築部分の 2階（現在の

雑誌閲覧室とは廊下でつながった室）に移る予定です。

なお，書庫内の図書の配置は従来どおりです。また，総務係，受人係，整理係，雑誌係の事務室

も改修前と変らず l階西側です。

｜日誌｜
6月2日同 医学部分館拡大図書委員会

6月9日附 第30回国立大学図書館協議会総会（於北海道厚生年金会館）

6月15日凶 工学部分館図書委員会

6月23日（村 第10回本館図書委員会

7月4日開） 「学術雑誌総合目録和文編新版データベース」説明会（於九州大学）

工学部分館図書委員会

7月7日休） NEC による Tp S講習会（第 I回）

7月13日闘 機械化推進委員会及び電算化のためのNE Cとの定例会

7月21日附 NEC によるTp S講習会（第2回）

7月27日凶 工学部分館図書委員会

8月4日同～24日凶 昭和58年度大学図書館職員長期研修（図書館情報大学外）

8月11日同 機械化推進委員会及び電算化のためのNE Cとの定例会

8月31日附 本館改修工事完了

9月6日例 外国雑誌購入についての懇談会

9月7日附 NE C，情報処理センター，図書館三者による図書館業務電算化についての打合せ

会議（於情報処理センター）

9月8日附 医学部分館建設委員会

9月11日（日）～13日伏j 第4回大学図書館研究集会（於国立婦人教育会館）

9月16日栓） 医学部分館新営工事入札

9月20日伏） 全国図書館大会運営委員会（於山口県立山口図書館）

9月22日同 機械化推進委員会及び電算化のためのNE Cとの定例会

工学部分館図書委員会

編集・発行山口大学附属図書館 宇753 山口市大字吉出 電話（0839)22-611l 内線 788
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